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1．世界 の 肌色データ

　前号で は日本 （首都圏）の女性 の肌色 デ
ー

タを紹介

したが、同様の測定を日本以外の様々 な国や地域で も

行 っ てい る。色彩計 と コ ン ピュ
ー

タを担ぎ 、税関 で 怪

しまれ ながら コ ツ コ ツ とデ
ー

タを集め て きた結果得

られたものが図 1の世界の肌色データである 。 日本は

単民族国家に近い状態であるが、国や地域によ っ ては

複数の人種や民族 で構成されていた り、人種 間で 混 じ

り合 っ て いるの で 、肌色の特徴を簡単に説明するの は

難 しい 。 よ っ てその国
・地域で代表的な人種の人 （ア

メリカで は コ
ー

カソイ ドとネグ ロ イドの両方、オセ ア

ニ ア は コ
ーカ ソ イド、ア フ 1丿力は在 日のネグロ イドを

測定 した）を対象として調査を行 っ た。

　日本を基準にするとア メ リカ
・ヨーロ ッ パ ・

オセア

こ ア地域の肌 は赤みで （逆に言 うと日本人 の 肌は黄み

で ）、ア フ リカ の 肌は黒い 。東ア ジ ア の 肌 は 日本とほ

ぼ同等であ り、東南ア ジア の肌は東ア ジ ア とアフ リカ

の中間に位置する 。

　彩度 一
明度 の平面 をみ ると明度 5前 後を境 と して 、

それ以下 の 明度 で は彩度 との 相 関 が 正 と な る 。明度

が低くなるに つ れ彩度も低くな り、黒 に近 づ く。

　この エ リアに位置す るアフ リカのネ グロ イ ドの黒い

肌 は我 々 日本人 に と っ て 最も 遠い 存在で ある 。 俗 に

「黒人」と呼ばれるよ うに黒に近い 肌 を持つ ネグロ イド

は全て同 じように黒いと思いがちだが、実際には東南

ア ジアの肌色 に近 い 浅黒い 人か ら本当に 「黒」と い う

印象の人までさまざまである 。

　ネグ ロ イドの 肌色で 興味深い も の は手の甲と手のひ

らの色 の 差で ある。手の ひ らで は メ ラ ニ ン 色素を 生

成する酵素が働かないためメラニ ン が生成されず、黒

く は な らな い
1）
。よ っ て手の 甲が非常に黒 いネ グ ロ イ

ドで は手 の 甲 と手 の ひ らの差 が非 常 に大 き くな る。
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図1　 世界の肌色データ
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図 2　ネ グ ロ イ ドの 手 の ひ ら ・手の 甲の 平均値と95 ％

　　 信頼楕円

図2に在日のネ グロ イ ドの手の 甲と手の ひらの肌色の

平均値と 950／o 信頼楕 円を示 す。手の 甲と手 のひ らの

∠」E’ab の平均は約20 と同 じ肌色であるの に非常に大

きな色の差がある 。

　以上の よ うに
一

言 で 肌色 と い っ て も多種多様で あ

り、日本人 の デ
ー

タだけな ら「ハ」の 字に な っ て い た分

布図も世界各国 の データ を入 れ る と 非常 に複 雑な分

布となる 。

2．世界の肌色嗜好

　世界の 肌色測定デ
ー

タが様々であ ると同様に、世界

の肌 色嗜好も様々 である。「どのよ うな肌色 にな り た

いか ？」はその 国の 文化と密接に関係 し、お国柄が反

映さ れ て い る 。

　日本をは じめ とする東 ア ジ ア お よび東南ア ジ ア で

は
一

般に白肌嗜好があ D 、多くの 人が現在よ り色Eヨに

な りた い と い う願望を持 っ て い る 。 し か し欧米 の コ
ー

カソ イドの人たちには臼くな りたいという人 は少な く、

逆 に 健康 的 に 見 ぜ た い とい う意向か ら進ん で 日や け

をする人が多い。

　図3および図4 に シ ン ガポー
ルとパ リの女性 の肌色

データと肌色嗜好を示す。肌色の明るさに関する嗜好

は 「現在よ り明るい
・
やや明るい ・同じ ・やや暗い ・暗

い」の中から選ぶ と い うア ン ケ
ー

トによ り求めた 。 色

み （赤み
一黄み）に関 しても同様で ある。矢 印の始点

が測定 したほおの肌色デ
ー

タ で あ り、矢印の 向きと長

さはア ン ケ
ー

ト結果を適当な ル ール で 色彩値の 変化量
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図 3　シ ン ガ ポー
ル女性の肌色デ

ー
タと肌色嗜好

　　 矢印の始点が肌色測定値、終点が嗜好す る肌色

　　 矢 印 の 線 の 部分 が な く先端の ▲ の み の デ
ー

タは

　　 「現状維持」 を 希望 して い る こ とを表す
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図 4 　パ リ女 性 の 肌 色 データ と 肌色嗜好

に 置 き換え求めた 。 矢 印の 終点 が厳 密にその人の 嗜

好する肌色を示すもの で はな い が、嗜好方向と量を間

接的 に表して いると いえる 。

　シ ン ガ ポール と パ リの肌 色の明度 はほぼ同 じで あ

るが肌色嗜好は全く異なる。シ ン ガポ
ー

ルでは現在よ

り（赤 み で ）白い肌色 にな りた い とい う人が多い 。 逆

に パ リで は 現在とほぼ同 じ明るさか、よ り暗い肌色に

な りた い とい う人が多 く、明る くな りた い 人 は 1割も

い な い 。
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3．肌色 の 加齢変化

　もう
．一

度日本の肌色データ に話を戻 し、肌色の変化

に つ いて 考えて いく。

　非常 に 乱暴 な 謡 い 方 で あ る が、残念 な こ と に 肌 に と

っ て年を とるという こ とは、紫 外線や乾燥な ど肌に肇、

影響を与 える 「外ヨL」をそ れだけ多 く経験する こ い う

こ と で あ る。よた代謝 の 低 下 とい っ た 1内 舌凵 B 加 わ

り、しみ
・
そ ばかす の 増絹や血行不良、皮膚細胞の 生

まれ変わ D の停 濡な ど様々好 皮 膚機 能の低下 が見 ら

れるようになる n その 結哭肌色 も 変化 して い く．

　 20 代
一・−50 代 よ で 各年代女

．1．生の ほ おの
ll’

均
〆E と

95 ％ 儒 頼栖
［
」を 図 5 に 示 す 平均 値 を 見 る と 加齢 に

よ り黒 くな っ てい くのが わ かる「』また図6は多 くの女

1

生の 頻写真を モ
ー

ノ ィン グ して 作 っ た各年代の 「平均

顔
”

IL、各 A 代 の m 均肌色デ
ー

タを反映さ せ た 「平均

顔 色 」で あ る 、、モ
ー

フ rン クに は GRYPHON 社 の
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図5　各年代女性の ほ お の 平均値 と 95 ％信頼楕円

MORPH を用 い て 行 1）、、ほ お の測邑偐が士 記の 各 年代

の 平 均肌邑に芯るよ うに色調整を行 っ た。顔全体の

肌色 の 扣齢変化 を保障す るも の で は芯 1い が大 ま か に

は 再 琉 で き お り、角 彩 計 に よ る 肌 色 ナ
ー

タ を 視覚 的 に

とうえる こ とが で きる ，

　加 齢により肌色の平均値だ けでなく、その分布も変

化 dる。20 代 の 唇頼楕 円は小さ く、肌色 が 色 ［の 領

或に 集中して い る が、年齢が上が る に つ れ、分布 が広

が っ て い く ， これは自1述の 外 副 を い か に 浴 び ず に 、

．また浴びた．と して 乃 そ の ダメ
ー

ジをどD，だけ補壕 した

b、つ が人に よ っ て 異なるか らで ある．， 貝体〕勺に言えば

二 ま め に 日や け 止 め を 塗 り、化 粧 水
・
乳 液 な ど で 肌 に

うるおいを、美容液や クリ
ー

ムで活力 を与えれば、そ

の 分 外 西．に よ る 加齢 変化を受 けず肌色 の 変化 が小 cY

く なる、

　 平均値 だけを見 ると 50 代 の肌 色は 20 代 の月几呈 よ

り黒い が 、分布を見 る と 両者は か 好 り 車 芯 っ て お り、

当然 20 代よ りも 臼 1い 50 代も存在する e 力匚蛉によ っ て

肌色は 黒くな ：〕て い くが、≡ こ ろ の 肌の お手入 れ を し

っ かりと行えば 20 代の頃と司 瞬 ‡度の自い肌をキ
ー

ブ する 事も可 能と い う こ とを表 して い る。女
．1生に と

’
Jj

ては希望の湧く、化fEttメ ーカー
の研究貫にとっ て は

日こ ろ の 努力 が i：　r）れ る 、嬉 しい 串実 を 示 して い る 。

4．肌色の季節変化

　四季かある日兀 で 1「ま、季節 が 移る 1こつ れ 気候 が 変 イ匕

し、それに伴 し、苣 花や風景も美 しく変わ っ てい く u 司

f羨に 我 々 の 体を彩 る 肌色も季節に よ っ て 変化 して 1い く

の だ ろ うか ワ

　 Lt17は 刻 生同
一

人の 夏 旧 月下旬）と冬 （12 月下旬）

のばおの肌 色の平均値 と95 ％ 信頼橘
・
月を比較 し た二も

の で ある　夏 の 方が黄 黒く、冬の 万 か亦 凵 い結畏 とな

図6　各年代の平均顔色
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一塑 」

っ た 。 この原因と して夏に関 して は、「紫外線量 が多 く

メ ラ ニ ン色素が生成 されやす い 」こ と 、冬に関 して は

「紫外線量が少なく、屋外と屋内の気温差により血管

が拡張 し赤くな りやす い」ことが考え られる 。

　 しか し変化量 の 平均は zl　E’ab ＝1．9 と小さ い 。こ れ

は紫外線の 有害性 とそれを防御するための 日やけ止

め の 使用が一
般的 に広 ま る こ と で 夏 に それほ ど日や

けを しな くな り、温暖化の影響により冬でもそれほ ど

気温差を経験 しな くな っ た為であると考えられる 。

　顔の日やけは誰もが気に してお り、しかも最近の フ

ァ ンデー
シ ョ ンにはある程度の紫外線防御機能が備わ

っ て い るため、特に意識して 日や け止めを塗 らな くと

も紫外線は防御で きる。しか し顔だけに注意が向 い て 、

その 他の 部位を忘れ てはいない だろうか ？ ほおと同

様 に 首 と 手 の 甲の夏と冬の 差を見てみると、この 2箇

所は夏 に大き く明度が下がる ことがわかる （図8参照）。

しかも「日やけ した くな い」と考えて いる人に比べ 「特

に 意識 しな い 」と答え た人は さらに明度が 低下 す る

（ちな みに、こ の こ時世 「Eヨやけ した い 」と答えた人 は

い なか っ た）。

　首の明度が下 が りほ お と の 色差が 大き くな る と、

（ほおに合わせ て 選んだ）フ ァ ンデー
シ ョ ン を塗 っ たと

き顔と首との境界 が自立ち、不自然な仕上が りとな っ

て しまう。夏場に フ ァ ン デーシ ョ ン を購入する際は単

純に普段使っ て い る号数を買 うのではな く、実際に塗

布 して 確認 して か ら購入すると失敗しない。
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図 7　同一人 の 夏 （8 月 下 旬）と 冬 （12 月下旬）の ほ お の

　　 肌色 の平均値と 95 ％ 信頼楕円
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■ 特に 意識してい な い

首 手 の 甲

5，肌色の 性差
3 ）

　こ れ ま で雑誌やテ レ ビな どメデ ィ ア を彩る こ とが多

く、数多 くの研究がなされ て い る女性の肌色につ い て

のみ述 べ て きた。しか し最近で は男性用のスキ ン ケア

化粧品、さ らには フ ァ ン デ
ー

シ ョ ン も販売され て お り、

男性の肌 に対す る意識 も高ま っ て い る。そ こ で 23 歳

〜58 歳の 男性27 名のほおの肌色デ
ー

タを前 回紹介

した女性の 肌色と比較 した グラフ を図 9に示 し、考察

する 。

　色相に 関して性差は な い が 、明度に関しては男性の

方が平均で 03 低く、黒い肌色 とな っ てい る。こ の原

因は先天的なも の で はな く、「女性は 女性ら しく」、「男

性 は男性 ら し く」と い う社会か らの 要求 に よる ところ

が大ぎい 。 肌が白い方が 「女性 らしい」と感 じる傾向

7．5
「
．．．

7

65

6

55

図8 同一人 の ほ お ・首 ・手の 甲の明度の季節変化

　　 8 月の明度か ら 12月の明度を引い た結果

5 −一一一一一
　 　 　 　 　

．・．一．．．・　 ．．．−
75R 　　　 10R 　　　 2．5YR 　　 5YR 　　 75YR 　　　 IOYR

　 　 　 　 　 　 　 　 　色 相

［二
一 一一 一“一 ．

128

図9 　男女の肌色平均値と95％信頼楕円

N 工工
一Electronlc

ニ ー］
Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

日本色彩 学会誌　　VOLUME 　29　NUMBER 　22005
．

＝：：：］

があ り
4 ｝
、世の女性 はそ の 作 り 上げ ら れ た女性像 に近

づ くため 日やけ止めや美白化粧品を使用する 。 男性

の場合 はその 逆で あ り、意識 的に肌 を白く しよ う と は

しない。結果として上記の明度の差にな っ た と考え ら

れる。

　また女性の肌色 は性周期によ っ て も影響を受け、皮

膚温が低 くなる卵胞期は肌色が 黄みよ りになる こ と

がわか っ て い る
S ’

、

次回は肌色と関連が深い 化粧品であるフ ァ ン デ
ー

シ

ョ ンに関連 した事例等を紹介する予定で す。
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